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九
州
の
市
民
は
全
国
の
中
で
も
防
災

意
識
が
低
い
、
と
の
実
態
が
企
業
や
団

体
の
調
査
で
顕
著
に
な

っ
て
い
る
。
民

間
気
象
会
社
の
調
査
に
よ
る
と
、
非
常

食
の
準
備
状
況
は
都
道
府
県
別
で
６
県

が
ワ
ー
ス
ト
ー０
に
入
り
、
家
や
家
具
の

災
害
対
策
も
九
州
の
２
県
で
ワ
ー
ス
ト

■
、
２
位
を
占
め
た
。
長
崎
は
い
ず
れ

も
最
下
位
だ

っ
た
。
福
岡
沖
地
震
を
経

験
し
た
福
岡
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

被
害
が
予
想
さ
れ
る
大
分
、
宮
崎
、
鹿

児
島
で
も
全
国
平
均
を
下
回
る
。
専
門

家
は

「自
然
災
害
が
多
い
九
州
で
は
、

食
糧
備
蓄
な
ど
の
備
え
が
必
要
だ
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。

【
３
面
に

「読
み
解
く
」
】

九州7県の防災意識
鰭 ≡
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ウェザーニューズの意識調査から。

( )は全国の順位

民
間
気
象
会
社
ウ

ェ
ザ
ー
ニ

ュ
ー
ズ

（千
葉
市
）
が
２
月
下

旬
に
全
国
約
２
万
４
千
人
に
実

施
し
た
調
査
で
は
、
保
存
し
て

い
る
非
常
食
に
つ
い
て

「水
と

食
糧
」
を
備
蓄
し
て
い
る
の
は

長
崎
２３
％
▽
熊
本
、
鹿
児
島
２６

％
▽
大
分
２７
％
‐
な
ど
と
全
国

平
均
４７
％
を
７
県
と
も
に
下
回

っ
た
。
最
も
高
か

っ
た
宮
崎
で

も
３‐
％
で
、上
位
の
宮
城
６０
％
、

神
奈
川
５８
％
、
東
京
、
静
岡
５５

％
な
ど
と
大
差
が
つ
い
た
。

耐
震
補
強
や
転
倒
防
止
な
ど

「家
や
家
具
の
災
害
対
策
」
を

し
て
い
る
の
は
、
長
崎
２２
％
▽

佐
賀
２４
％
▽
大
分
３２
％
‐
な
ど

で
、
最
も
高
い
熊
本
で
も
３８
％

と
、
７
県
全
て
で
全
国
平
均
４９

％
に
及
ば
な
か

っ
た
。
上
位
は

九
州
の
勝
ガ

東
日
本
大
震
災

壷
麟
年

宮
城
６７
％
、岩
手
、静
岡
５８
％
、

東
京
５７
％
の
順
と
な
り
、
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
た
東
北

や
、
早
く
か
ら
東
海
地
震
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
た
東
海
、
首

都
圏
な
ど
で
意
識
の
高
さ
が
見

ら
れ
た
。
医
療
や
保
健
の
専
門

家
で
つ
く
る
研
究
会

「水
を
考

え
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
ウ

ェ

ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
と
同
様
の
項
目

を
尋
ね
た
昨
年
の
調
査
で
も
九

州
の
低
さ
が
目
立

っ
た
。

兵
庫
県
立
大
の
木
村
玲
欧
准

教
授

（防
災
心
理
学
）
は

「九

州
で
は
近
年
、
多
数
の
死
者
が

出
る
大
規
模
災
害
が
な
く
、
東

北
な
ど
か
ら
距
離
が
遠
い
こ
と

も
あ
り
、災
害
を
『
わ
が
こ
と
』

と
し
て
意
識
し
に
く
い
」
と
分

析
。
九
州
大
ア
ジ
ア
防
災
研
究

セ

ン
タ
ー
の
橋
本
晴
行
教
授

（自
然
災
害
科
学
）
は
、
九
州

で
は
台
風
や
豪
雨
、
火
山
噴
火

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
多
発

す
る
と
し
、

「各
地
域
で
想
定

さ
れ
る
被
害
を
知
り
、
数
日
か

ら
■
週
間
の
孤
立
に
備
え
る
ベ

き
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

（
森
井
徹
）

下位 2県 長崎、佐賀

福岡沖地震11年で防災訓練

玄界島「備え」再 認

翻瓢嗣ワース ト10に 6県

福岡市や佐賀県などで最大震度 6弱を記録 し、 ■人
が死亡、約 1200人が負傷 した福岡沖地震の発生から20
日で11年 を迎えた。約 7割の家屋が全半壊 した玄界島
(福岡市西区)では防災訓練があり、住民の4割に当

たる197人が参加 した。
訓練は地震や津波に備えるため、震災翌年から実施。

今回は風水害による島内の土石流を想定 し、住民たち
は港に近い公民館 と集会所に避難 した。

11年前 に島で激 しい揺れを経験 した細江貞子 さん
(82)は 「いざというときは周 りの人 と助け合わな」 と
気を引き締めていた。訓|1練を主催 した島自治会の上田
永 (なが し)会長は 「災害への意識が薄れがちになっ
ている。訓|1練を機に備えをしていこう」と呼びかけた。

福岡市はこの 日を 「市民防災の 日」 と定めており、
地震発生時刻の午前 10時53分、市内約60カ 所の消防分
団車庫で一斉にサイレンを鳴らした。 (福 間慎一 )

鱗
謝
翻
麟
ず

防
災
訓
練
で
、震
災
後
に
整
備
さ
れ
た
階
段
を
下
り
て
避
難
所

へ
向
か
う
島
民
た
ち
＝
２０
日
午
前
１０
時
４
分
、福
岡
市
西
区
の

玄
界
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（撮
影
・金
田
達
依
）

と


